
(1)２０１５年７月１０日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　　　    　　　　　　　ＮＯ．１７５

Ｎｏ．１７５

住所：高知市丸ノ内2-1- 10

高 知
県労連
発行：高知県労連書記局

〒780-0850 高知城ﾎｰﾙ3階
[TEL]088-872-3406

[FAX]088-822-7969

　

針路

　

 

　

　

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

　
　
６
月
２
４
日
、
県
労
連
は
全
労
連
の
第
２
次
最
賃
デ
ー
に
呼
応
し
、
県
内
で
時

給
１
０
０
０
円
以
上
を
求
め
る
宣
伝
と
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
使
用
者
代
表
で
あ

る
経
営
者
協
会
と
の
懇
談
を
行
い
、
地
域
経
済
の
状
況
や
お
互
い
の
考
え
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
帯
パ
ラ
下
で
座
り
込
み
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。

レクリエーションで司会を

する青年部の岡本部長

第
２
次
最
賃
デ
ー
で
世
論
へ
大
き
く
訴
え
！

は
り
ま
や
橋
交
差
点
宣
伝

　 

あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
の
第
一
声
は
、
は
り
ま

や
橋
交
差
点
で
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県

労
連
の
牧
書
記
長
は
、
全
労
働
者
の
４

割
、
２
０
０
０
万
人
に
も
の
ぼ
る
非
正

規
労
働
者
の
内
、
１
１
０
０
万
人
も
の

労
働
者
が
年
収
２
０
０
万
円
に
も
満
た

な
い
「働
く
貧
困
層
」と
言
わ
れ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
広

が
り
続
け
る
格
差
と
貧
困
を
縮
小
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
為
に
は
、
政
府
に
よ
る
中

小
企
業
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
も
大
幅
賃
上
げ
の
動
き

　
田
口
委
員
長
か
ら
は
、
、
日
本
政
府

が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
手
本
と
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
を
例
に
挙
げ
、
「ア
メ
リ
カ
で
巻

き
起
こ
っ
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
の
賃
金
引

き
上
げ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
オ
バ
マ
大
統

領
も
『最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

で
あ
り
、
も
し
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た

デモ行進の様子

と
し
て
も
労
働
組
合
に
入
っ
て
い
る
』
と

発
言
し
て
い
る
。
今
や
最
低
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
は
世
界
の
常
識
だ
」
と
、

先
進
国
の
中
で
も
特
に
低
い
日
本
の
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

経
営
者
協
会
と
の
懇
談

　 

経
営
者
協
会
と
の
懇
談
で
は
、
川
村

専
務
が
対
応
し
ま
し
た
。
「賃
金
を
上

げ
て
雇
用
が
無
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
元

も
子
も
な
い
」と
い
う
従
来
の
姿
勢
で
し

た
が
、
「厳
し
い
経
営
の
個
別
事
業
所
も

も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
個
別
事
業
所
の
支

払
い
能
力
で
は
な
く
、
高
知
県
全
体
の

こ
と
で
議
論
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ア

メ
リ
カ
は
最
賃
引
き
上
げ
で
地
元
企
業

が
元
気
に
な
っ
た
。
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
と
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制

度
は
、
地
域
経
済
・
都
市
部
と
の
格
差

是
正
の
面
か
ら
も
高
知
に
と
っ
て
む
し
ろ

プ
ラ
ス
に
な
る
」と
の
立
場
で
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。

　 

２
６
日
に
は
、
審
議
会
の
労
働
者
代

表
を
務
め
る
、
連
合
高
知
の
市
川
副
事

務
局
長
と
懇
談
を
行
い
、
最
低
賃
金
の

金
額
を
考
え
る
際
に
は
、
生
計
費
を
中

心
と
し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

共
通
の
認
識
と
し
て
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
県
労
連
で
は
、
７
月
２
２
日
に
第

３
次
の
行
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

   

日
経
、
産
経
、
共
同
の

世
論
調
査
で
も
安
全
保
障

法
案
を
違
憲
と
考
え
る
国

民
は
、
６
６
％
か
ら
６
７

％
。
し
か
し
自
公
は
、
６
日
に
沖
縄
、
埼

玉
の
地
方
公
聴
会
、
１
３
日
に
中
央
公

聴
会
。
こ
れ
で
採
決
の
条
件
は

「
整
っ

た
」
と
、
１
５
日
に
衆
議
院
の
特
別
委

員
会
で
採
決
す
る
方
針
▲
維
新
の

「対

案
」
。
憲
法
学
者
も
合
憲
の

「
お
墨
付

き
」。
し
か
し
、
腑
に
落
ち
な
い
。
維
新

案
は
政
府
案
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る

も
の
。
本
来
な
ら
修
正
協
議
で
は
な
く

廃
案
を
求
め
る
べ
き
。
自
公
は
当
初
、

こ
の
維
新
案
を

「
強
行
採
決
」
の
印
象

を
薄
め
る
演
出
と
し
て
使
お
う
と
し
た
。

し
か
し
、
結
局
強
行
へ▲
６
月
２
８
日
の

｢

戦
争
さ
せ
な
い
、
戦
争
に
行
か
な
い
　

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ンin

こ
う
ち｣

の
集
会
で

私
は
連
合
高
知
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か

け
た
。
「
異
次
元
の
戦
争
内
閣
と
闘
う

時
に
過
去
の
し
が
ら
み
、
い
き
さ
つ
に
と

ら
わ
れ
て
い
て
は
始
ま
ら
な
い
。
若
者

を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
、
若
者
か
ら

未
来
を
奪
わ
な
い
。
こ
の
点
で
手
を
握

り
合
お
う
。
戦
争
法
案
と
労
働
者
派

遣
法
改
悪
法
案
を
ま
と
め
て
廃
案
に
追

い
込
も
う
」
と
▲
全
国
の
学
者
８
０
０
０

人
以
上
が
反
対
声
明
。
学
生
や
若
者

も
立
ち
あ
が
り
出
し
た
。
選
挙
権
の
１

８
才
以
上
化
の
も
う
一
つ
の
世
界
標
準

は
、
兵
役
と
の
セ
ッ
ト
。
「戦
争
し
た
く

な
く
て
ふ
る
え
る
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の

「安
倍
内
閣
への
違
和
感
」
が
共
鳴
し

（
ふ
る
え
）
合
え
ば
廃
案
に
追
い
込
め

る
。
（田
口
）



(2)２０１５年７月１０日　　 　 　　　　高　知　県　労　連　　　　　　　　　   　　　　ＮＯ．１７５

　 

政
府
は
１
６
日
に
も
「戦
争
法
案
」
と
大
き
な
批
判
を
受
け
る
安
保
法
案
の
強

行
採
決
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
反
対
を
無
視
す
る
政
府
の
思
惑
と
「戦
争
法

案
」
ス
ト
ッ
プ
の
闘
い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

強
行
間
近
の｢

戦
争
法
案｣

！

国
民
の
声
を
無
視
す
る
政
府

安
倍
首
相
の
３
つ
の
「
大
ウ
ソ
」

 

　
１
つ
目
は
、
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い

う
「大
ウ
ソ
」。
「“専
守
防
衛
”は
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
」。
「現
行
憲
法
の
解

釈
の
基
本
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」。 

国
際

情
勢
、
国
際
環
境
が
変
わ
っ
た
か
ら
憲

法
解
釈
を
変
え
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た

と
言
い
な
が
ら
、
何
も
変
わ
ら
な
い
と

嘘
を
つ
い
て
い
ま
す
。
何
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、
変
え
な
け
れ
ば
よ
い
、
と

当
然
な
り
ま
す
。
「
何
も
変
わ
ら
な

い
」と
国
民
を
安
心
さ
せ
て
戦
争
法
を

何
が
何
で
も
通
そ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
多
く
の
ほ
こ
ろ
び
が
出
て
い
ま
す
。

 

　
昨
年
の
７
月
１
日
以
前
は
、
武
力

行
使
に
関
わ
っ
て
２
つ
の
制
約
が
あ
り

ま
し
た
。
①
日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ

た
時
だ
け
に
武
力
行
使
を
す
る
、
②

海
外
で
武
力
行
使
は
し
な
い
。
こ
れ

が
、
取
り
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が

直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
密

接
な
関
係
に
あ
る
他
国
が
攻
撃
さ
れ
た

だ
け
で
武
力
行
使
が
で
き
る
。
（日
本

の
）
周
辺
事
態
の
概
念
を
取
り
払
い
、

中
東
に
ま
で
も
行
っ
て
武
力
行
使
を
し

ま
す
。 

非
戦
闘
地
域
と
い
う
概
念
も

な
く
し
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
は

憲
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う

「
大
ウ

ソ
」
で
す
。
６
月
４
日
の
衆
議
院
憲
法

審
査
会
の
公
聴
会
で
は
、
自
公
推
薦

の
長
谷
部
早
大
教
授
、
民
主
推
薦
の

小
林
慶
大
教
授
、
維
新
推
薦
の
笹
田

早
大
教
授
の
３
人
の
大
御
所
憲
法
学

者
が
、
違
憲
だ
と
明
言
し
ま
し
た
。
６

月
２
２
日
、
衆
議
院
平
和
安
全
法
制

特
別
委
員
会
で
も
阪
田
氏
、
宮
崎
氏

の
元
法
制
局
長
官
が
、
「違
憲
」
「逸

脱
」
だ
と
明
言
し
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、
国
際
的
に
通
用
し
な
い
独

自
概
念
を
用
い
て
の
「大
ウ
ソ
」
で
す
。

「後
方
支
援
」
と
「武
器
使
用
」、
前
者

は
国
際
的
に
は
、
「兵
站
（へい
た
ん
）」で

す
。
後
者
は
「武
力
行
使
」。
「非
戦
闘

現
場
」
以
外
で
の
「後
方
支
援
」
は
、
武

力
行
使
と

「一
体
化
」
し
な
い
、
と
の

解
釈
も
国
際
的
に
通
用
し
ま
せ
ん
。
い

ざ
戦
闘
と
な
れ
ば
、
前
線
部
隊
の
生

命
線
と
言
え
る
兵
站
（後
方
支
援
）
が

狙
わ
れ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
成
立
急
ぐ
の
か

　
政
府
は
１
５
日
に
衆
議
院
特
別
委
員

会
で
法
案
を
通
し
、
そ
の
翌
日
の
１
６

に
は
本
会
議
で
の
成
立
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
国
民
の
大
き
な
反
対
を
押
し
切

り
、
衆
議
院
で
の
成
立
を
目
指
す
の

か
・
・
・
そ
れ
は
安
倍
首
相
の
念
願
で

あ
り
、
「な
に
が
な
ん
で
も
通
し
た
い
」、

そ
し
て
「今
し
か
な
い
」
と
い
う
の
が
本

音
で
す
。
米
上
下
院
合
同
会
議
で
の
約

束
演
説
も
強
行
採
決
へ踏
み
切
る
理
由

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

「６
０

日
ル
ー
ル
」
を
可
能
と
す
る
早
期
の
採

決
が
必
要
な
の
で
す
。

　
国
民
への
十
分
な
説
明
よ
り
も
、
自

分
の
悲
願
、
ア
メ
リ
カ
と
の
約
束
を
最

優
先
さ
せ
る
、
こ
れ
が
安
倍
内
閣
の
本

質
で
す
。
「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
「戦
争
法

案
」、
ど
ち
ら
も
庶
民
の
く
ら
し
と
生

活
・
平
和
と
い
の
ち
を
守
る
の
で
は
な

く
、
大
企
業
や
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
政

策
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
間
の
内
閣
を

見
れ
ば
明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

衆
議
院
憲
法
審
査
会
公
聴
会

県
労
連
筒
井
副
委
員
長
が
発
言

　
６
月
１
５
日
、
衆
議
院
憲
法
審
査
会

地
方
公
聴
会
が
高
知
市
で
開
催
さ
れ
、

高
知
県
労
連
か
ら
筒
井
敬
二
副
執
行

委
員
長

（高
知
自
治
労
連
執
行
委
員

長
）
が
陳
述
人
と
し
て
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

　
陳
述
人
は
筒
井
執
行
委
員
長
を
含

め
、
土
倉
啓
介
さ
ん
（自
営
業
）、
竹

田
昭
子
さ
ん
（主
婦
）、
岡
田
健
一
郎

さ
ん
（高
知
大
学
准
教
授
）、
尾
﨑
正

直
さ
ん
（高
知
県
知
事
）、
佐
野
円
さ

ん
（翻
訳
業
）
ら
、
四
国
在
住
の
６
名
。

傍
聴
席
に
は
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
筒
井
執
行
委
員
長
は
、
「９
条
の
許
す

範
囲
を
踏
み
越
え
て
い
る
。
憲
法
違
反

で
は
な
い
か
」、
「憲
法
を
改
正
す
る
こ

と
な
く
、
憲
法
の
枠
を
超
え
て
ど
ん
な

こ
と
で
も
で
き
て
し
ま
う
よ
う
に
な
れ

ば
、
立
憲
主
義
が
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
」

と
指
摘
。
「時
の
政
権
が
起
こ
す
戦
争

に
自
治
体
が
巻
き
込
ま
れ
、
戦
争
に

加
担
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」と
政

府
が
進
め
る
安
保
法
案
を
批
判
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「９
条
は
規
範
性
の
高

い
条
項
で
あ
り
、
安
易
に
変
え
る
べ
き

で
は
な
い
」
「必
要
な
の
は
、
目
の
前
の

現
実
か
ら
出
発
し
て
、
憲
法
の
内
容

に
近
づ
け
て
い
く
努
力
で
は
な
い
か
」

訴
え
ま
し
た
。

　
集
団
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
と
す

る
安
全
関
連
保
障
法
案
に
は
、
岡
田

准
教
授
ら
５
人
が
、
「憲
法
９
条
の
枠

を
超
え
て
い
る
」
「違
憲
」
な
ど
反
対

ま
た
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、
う

ち
一
人
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す

る
た
め
憲
法
改
正
を
求
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
尾
﨑
知
事
は
「あ
く
ま
で

も
自
衛
が
目
的
」
と
し
た
上
で
、
「憲

法
９
条
内
で
の
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
は
可
能
」
と
安
保
関
連
法
案
を
容

認
し
ま
し
た
。
知
事
の
発
言
は
、
自
民

党
と
の
発
言
と
変
わ
ら
ず
、
知
事
の

現
在
の
立
ち
位
置
が
鮮
明
に
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。



(3)２０１５年７月１０日　　　　 　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．１７５

　
戦
争
法
案
成
立
ま
で
の
期
限
が
せ
ま
る
中
で
、
安
倍
内
閣
は
維
新
の
取
り
込
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
て
、
法
案
の
成
立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
動
き
に
反
対
し
、
高
知
県
内
で
も
大
き
な
反
対
運
動
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
戦
争
立
法
反
対
の
大
き
な
共
同
を
今
後
も
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 反

対
の
声
を
さ
ら
に
大
き
く
！

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
戦
争
に
行
か
な
い
！

６･

２
８
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
に
１
５
０
０
人

　
６
月
２
８
日
、
高
知
市
中
央
公
園
で

｢

戦
争
さ
せ
な
い
、
戦
争
に
行
か
な
い
　

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
こ
う
ち｣

の
集
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
元
記
者
、
憲
法
学

者
、
弁
護
士
、
元
裁
判
官
の
方
々
、
連

合
、
県
労
連
、
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、

平
和
委
員
会
、
こ
う
ち
９
条
の
会
な
ど

弁
士
が
登
壇
し
、
戦
争
法
案
反
対
の
声

を
上
げ
ま
し
た
。
政
党
で
は
、
民
主
、

共
産
、
社
民
、
新
社
会
が
決
意
を
披
露

し
ま
し
た
。

 

　
県
労
連
か
ら
は
田
口
委
員
長
が
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
田
口
委
員
長
は

「今
を
お
い
て
闘
う
と
き
は
な
い
。
異
次

元
の
戦
争
内
閣
と
闘
う
時
に
過
去
の
し

が
ら
み
、
い
き
さ
つ
に
と
ら
わ
れ
て
い
て

は
始
ま
ら
な
い
。
若
者
を
再
び
戦
場
に

送
ら
な
い
、
若
者
か
ら
未
来
を
奪
わ
な

い
。
こ
の
点
で
連
合
高
知
と
高
知
県
労

連
が
手
を
握
り
合
お
う
。
戦
争
法
案

と
労
働
者
派
遣
法
改
悪
法
案
を
ま
と
め

て
廃
案
に
追
い
込
も
う
。
安
保
闘
争
の

時
の
よ
う
に
労
働
組
合
が
、
戦
争
立
法

阻
止
の
先
頭
に
立
と
う
」
と
呼
び
か

け
、
連
合
の
折
田
事
務
局
長
と
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。

戦
争
立
法
反
対･

早
朝
宣
伝
を
実
施

　
６
月
２
４
日
、
７
時
５
０
分
か
ら
県
庁

前
交
差
点
で
「戦
争
立
法
を
廃
案
に
せ

よ
」の
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
組
合

員
１
０
名
が
参
加
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送

が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
田
口
委
員
長

が
マ
イ
ク
を
握
り
、
通
勤
途
上
の
市
民

の
み
な
さ
ん
に
訴
え
ま
し
た
。

  
　
田
口
委
員
長
は
、
「本
来
で
あ
れ

ば
、
今
日
が
第
１
８
９
通
常
国
会
の
閉

会
日
。
会
期
末
３
日
前
の
２
２
日
、
自

民
党
、
公
明
党
で
９
５
日
間
の
戦
後
最

長
の
会
期
延
長
を
決
め
た
。
こ
れ
に
は
、

民
主
、
維
新
、
共
産
、
社
民
、
生
活

の
党
の
野
党
５
党
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
し

た
。

 

　
自
公
は
、
安
保
法
案
を
国
民
に
丁
寧

に
説
明
す
る
た
め
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、

と
ん
で
も
な
い
。
会
期
を
異
次
元
に
伸

ば
し
て
ま
で
も
、
今
国
会
で
何
と
し
て

も
成
立
さ
せ
る
と
い
う
横
暴
さ
の
表

れ
。

 

　
戦
争
法
反
対
、
戦
争
法
は
憲
法
違

反
の
国
民
世
論
に
押
さ
れ
土
俵
際
ま
で

追
い
詰
め
ら
れ
た
自
公
が
、
都
合
の
い
い

よ
う
に
土
俵
を
１
．
５
倍
以
上
に
広
げ
た

よ
う
な
も
の
。
」
と
国
会
延
長
を
し
て

ま
で
戦
争
法
案
を
押
し
通
そ
う
と
す
る

安
倍
内
閣
を
批
判
し
ま
し
た
。

ま
だ
声
は
上
げ
ら
れ
る
！

　
　
　
　
　
　
抗
議
の
打
電
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
！

　
１
５
日
に
も
、
衆
議
院
特
別
委
員
会

で
の
採
決
と
本
会
議
で
の
成
立
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
「戦
争
法
案
Ｎ
Ｏ
！
」「戦

争
を
す
る
国
Ｎ
Ｏ
」の
声
を
議
員
へ届
け

ま
し
ょ
う
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
①

県
内
選
出
の
自
民
党
議
員
へ手
紙
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
抗
議
を
行
う
、
②
特
別
委
員
会

の
委
員
へ要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
る
、
③
地
域

で
開
催
さ
れ
る
集
会
な
ど
へ参
加
す
る
、

④
職
場
や
知
り
合
い
と

「戦
争
立
法
」

や
現
在
の
安
倍
内
閣
に
つ
い
て
話
を
す

る
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
も
現
在
の
情
勢
や
考

え
方
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

戦争法案反対･高知県民集会

　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
で
宣
伝
を
実
施
！

　
県
労
連
で
は
、
６
月
に
は
流
し
宣
伝
、

７
月
に
は
ス
ポ
ッ
ト
宣
伝
と
ビ
ラ
配
り
な

ど
、
戦
争
法
案
阻
止
の
訴
え
を
世
論

化
す
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
業
別
組
合
の
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
戦
争
法
案
の
問
題
点
な
ど
を
指

摘
し
、
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ご
覧
頂
き
、
７
０
年
間
歩
み
続
け
て
き

た
平
和
な
日
本
か
ら
の
転
換
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　

　戦後の平和国家からの大転換となる 「戦争法案」

は１５日には、 特別委員会、 １６日には本会議での

強行採決が狙われています。

　国民・県民の声を1つにし、 この暴走をストップさ

せましょう！

主催：高知憲法アクション

■と　き:　７月１６日(木)　1８:00～

■ところ:　高知市丸の内緑地



(4）２０１５年７月１０日　　   　　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１７５

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
８
月
７
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①○○の祭　③

お し ゃ べ り 。

――番組　⑤熱

海の――沿い　

⑦ 18 ○○の指

輪し　⑧○○に

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
○
○
の
他
人
　

②
青
息
―
―
　
③
○
○
カ
ツ
、
○

○
汁
　
④
―
―
危
う
き
に
近
寄
ら

　

ず
　
⑥
―
―
オ
ヤ
ジ
が
認
め
て
く
れ

た
　
⑧
物
知
り
―
―
　
⑨
色
気
よ
り

―
―
　
⑪
―
―
離
れ
し
た
人
　
⑬
○

○
が
強
い
女
　
⑮
○
○
を
憎
ん
で
人

を
憎
ま
ず

も棒にもかからぬ　

⑩満塁での一発

は――抜群　⑫他

山の○○⑭――

は巡り１年が過ぎ

た　⑯偉ぶらず素

直に学ぶ姿勢

　

１
７
４
号
の
答
え
は
「
ツ
ユ
ノ

ハ
ラ
マ
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表

　
　
　

高
橋　

理
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

谷
内　

康
浩　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
高
教
組
）

島
田　

佳
幸　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
高
教
組
）

手
を
打
た
ず
暮
ら
し
の
存
立
危
機
事
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

反
安
倍
は
声
に
も
数
に
も
出
で
に
け
り

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

おたより紹介

｢高知県労連｣で

検索してください

も
ど
か
し
い 

ら
ち
が
明
か
な
い 

拉
致
問
題

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

ブ
ラ
ッ
ク
の
言
い
分
け
強
制
→
自
発
的

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（牧
師
）

Ｈ
Ｐ
も

　

あ
り
ま
す

全労連初級教育制度
｢わくわく講座｣学習会のご案内

日程 開催時間 会場 講座内容
７月１７日（金） １８：３０～２０：００ 県教組会議室 テキスト１～２章
８月２１日（金） １８：３０～２０：００ 県教組会議室 テキスト     ３章

戦争立法に反対する
中央公園抗議行動

　強行される戦争立法の成立

に反対し、 ＳＥＡＬＤｓ （シール

ズ）など若者が中心となった戦

争法案反対の声が全国各地で

次々と挙がっています。 高知

でも若者が中心となってデモ行

います。 ぜひご参加下さい。

　労働組合には入ったけど、「そもそも労働組合って？」、「何

をしたらいいの？」 という方も多いのではないでしょうか。

　そこで、全労連では労働組合に入ったばかりの方や執行部

になったばかりの方に、労働組合の「そもそも」について知っ

てもらうことを目的に「わくわく講座」という初級の学習制度を

設立し、　高知県ではすでに８０人が受講しています。

　下記の日程で県内統一の学習会を行います。 まだ受講さ

れていない方でも結構ですので、 ぜひご参加下さい。

主催/ﾋﾟー ｽﾊﾟｲｵﾆｱｰｽﾞ

■と　き:　７月２５日(土)　10:00～１１:00

■ところ:　高知市中央公園

○戦後 70 年を迎えますが、 安倍首相の談話がどうなる

か大変気になるところです。 高教組 （Ｙ･Ｓ）

○高知県の最低賃金は非常に低いと常日頃思っています。このこ

とで余計に県外へ人が出て行ってしまっていると思いました。自治

労連 （Ｓ･Ｙ）

○ 「これだけ必要、 最低生計費」 興

味深い内容でした。 これから定年後

の生活を考えると、 年金もどうなるか

心配です。 自治労連 （Ｓ･Ｍ）


